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●にじが丘自主防災会役員会を開きました。 

 ４月２５日（日）午前 10 時からにじが丘公 

民館で、自主防災会役員会を開催しました。今 

回は、自治会総会後の第一回役員会として、総 

会で確認された防災に関する行事（課題）等に 

ついて検討を行いました。 

 このところ、新型コロナウイルスへの感染が 

拡大傾向にあることから、それらの状況を踏ま 

え協議を行いました。 

■防災研修会について 

 自治会組長会議に併せ、新組長さんの防災に関する研修会を毎年行っています。しかし、

参加者全員で 80 名を超す人が一堂に会する事で「３密」になると想定されることから、 

今年度は研修会を行わない事としました。 

（組長会議は別途連絡があります） 

■自主防災セミナーの開催について 

例年 10 月に開催を予定している「自主防災セミ

ナー」について講師の手配など準備が必要なことか

ら、今の段階では開催にむけ、必要な準備を行う事

としました。コロナ禍の状況を見極めて別途判断、

連絡を行うこととします。 

■自治会防災訓練ついて 

11 月に開催予定の「自治会防災訓練」について、昨年は、コロナ禍の真っただ中とい

う事情も重なり、実施合図の「花火」打ち上げ以降、必要最小限の取り組み（黄色旗掲出

と班長による確認・報告）のみとしました。今年度は、実施計画づくりを行い準備を行い

ますが、コロナ禍の状況を見極め、実行するか否かの判断を別途行う事としました。 

■要支援者への対応について 

 自主防災会の重要な取り組みである、要支援者への対応に 

ついて、市の事業として取り組まれている「年に一度の訪問 

活動」は、今年度も中止（理由：コロナ禍）としました。 

■梅雨前防災点検活動について 

 点検箇所について、梅雨前に実施していました。今年は、 

自主防災会として行わず、様子を見て防災士で個別に行う事 

としました。 

 一方、『市道脇の雨水処理側溝に泥が蓄積して、その上に 

草が生えている場所も散見される』との意見があり、これを除去する要望がありました。

梅雨時期になると、これが影響して雨水の流れが悪くなることから、町内一円の状況把握

（散歩時チェックを含む）を別途行う事としました。 

 

 

 
大分県所有「起震車」(ﾕﾚﾙﾝﾀﾞｰ) 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

我が家の 
防災対策 

 

大分県防災アドバイザー 花宮広務さん（元大分気象台長）連載（朝日新聞） 

●自治会防災アンケートを実施します 

 

 今回の役員会でも「火災報知器の取替え

について」話会いました。 

 平成 23 年 6 月から市の条例で、住宅用

火災報知器の設置が義務付けられてから

約 10 年が経過しました。最初から設置し

ている場合は、電池の交換が必要になって

います。 

 この作業は、天井に取り付けられた火災

報知器を一旦取り外しての電池交換作業

を伴いますので、特に、高齢者所帯でお困

りの方が多いのではないかと、話になりま

した。お困りの方は、自治会もしくは、自

主防災会（下記電話）へお問い合わせくださ

い。ご希望でしたら取り換え作業を行いま

す。お問合せ先：公民館(☎546-3333)まで 
■ベッドの下に 

「スニーカー」 
  

取り敢えずの

二人用防災グッ

ズは、リュックサ

ックに収めてい

ます。 

そして、地震に

よるガラス等の

飛散対処として、

安価な靴をベッ

ドの下に収納し

ています。 

夜に靴をおろ

すと良くないと

聞きますので、室

内で１時間程使

用済みですが、実

際には使わない

に越したことは

ありません。 

 

防災士 衛藤延洋 

 
 

にじが丘自主防災会

では、今後の自主防災

活動をさらに充実する

ため、本年度は、二回

目となる「防災アンケ

ート調査」を実施する

事と致しました。 

困ってませんか？ 
火災報知器（電池）の取替え 

 

 詳細が決まりましたら、自治会役員会

及び組長会議などを通じて取り組みま

す。ご協力をお願い致します。 

我が家の防災グッズ 

 


